
2019年は、台⾵15号や19号による災害のよう
に、豪雨・洪水や突⾵等による災害の激甚化を
⽬の当たりにする年となった。12⽉にマドリードで
⾏われたCOP25では、「パリ協定2020年本格
実施」にむけ議論がなされたが、世界に向けた⼒
強いメッセージが出せたかといえばそうではない。
⽇本においては、⽯炭⽕⼒発電の位置づけで⾮
難の対象となるなど、課題も多く残った。

本セミナーでは、昨今、課題として浮き彫りになっ
ている再生可能エネルギーにかかるリスク（ファイ
ナンス⾯と気候災害等への保険の観点）管理
を学び、情報収集や認識共有の場を提供するこ
とを⽬的としている。
再生可能エネルギー事業者、今後導入予定が
ある方はもちろん、低炭素、脱炭素社会に関心
のある、地域づくり、建築・設備、生活圏計画、
環境政策などの多様な分野の関係者にご参集
頂き、ともに学びたい。


